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『健康経営とは』
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協会けんぽ和歌山支部
健康経営セミナー

プライマリー・アシスト株式会社
代表取締役社長

石山知良

予防医療診断士
実践健康経営指導士

ＮＰＯ法人 企業の健康いきいきプロジェクト 理事
一般社団法人 中小企業に健康経営を普及させる会 代表理事

一般社団法人 日本免疫研究会 理事

２０２１年３月２２日

５年連続で認定を取得しております
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『健康経営の意義・目的』

①健康経営とは？

②日本健康会議

③何故「健康経営」に取り組む会社が急増しているか？

④具体的な健康経営の進め方

⑤協会けんぽの事業について
・協会けんぽとのコラボヘルス

本日のダイジェスト
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『健康経営とは』

健康経営とは、

「企業が従業員の健康に配慮することにより、経営面においても
大きな成果が期待できる」との基盤に立って、健康管理を
経営的視点から考え、 戦略的に実践することを意味しています。

従業員の健康管理・健康づくりの推進は、単に医療費という
経費の節減のみならず、生産性の向上、従業員の創造性の向上、
企業イメージの向上等の効果が得られ、かつ、企業における
リスクマネジメントとしても重要です。

従業員の健康管理者は経営者であり、その指導力の下、
健康管理を組織戦略に則って展開することがこれからの
企業経営にとってますます重要になっていくものと考えられます。

＊ＮＰＯ法人健康経営研究会より（当社賛助会員）

＊健康経営はＮＰＯ法人健康経営研究会の登録商標です
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健康経営優良法人認定制度

健康経営優良法人 認定制度とは

地域の健康課題に即した取組や、日本健康会議が進める健康
増進の取組をもとに、特に優良な健康経営を実践している
大企業や中小企業等の法人を顕彰する制度です。

健康経営に取り組む優良な法人を「見える化」することで、従業員
や求職者、関係企業や金融機関などから「従業員の健康管理を
経営的な視点で考え、戦略的に取り組んでいる法人」として
社会的に評価をうけることができる環境を整備することを目標と
しています。

本認定制度は、企業や医療法人を対象とし、規模の大小により
「中小規模法人部門」と、「大規模法人部門」の２つの部門に分け
それぞれの部門で「健康経営優良法人」を認定します。

出所：経済産業省
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健康経営に取組む法人が急増
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https://www.meti.go.jp/press/2020/03/20210304005/20210304005.html

「健康経営優良法人２０２１」で検索（経済産業省のリリース）

ホワイト５００：大規模法人の上位５００社
ブライト５００：中小規模法人の上位５００社（今回新設）

https://www.meti.go.jp/press/2020/03/20210304005/20210304005.html
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当社の認定（協会けんぽ東京支部）

＊まずは健康宣言して「証」を頂きます ⇒ その後、運用して「銀の認定」を取得
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当社の認定（経済産業省）

出所：経済産業書資料から抜粋

★５年連続して認定を取得し、今年度は「ブライト５００」に選定されました。
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日本健康会議
「日本健康会議」とは

少子高齢化が急速に進展する日本において、国民一人ひとりの
健康寿命延伸と適正な医療について、民間組織が連携し
行政の全面的な支援のもと実効的な活動を行うために組織
された活動体です。

経済団体、医療団体、保険者などの民間組織や自治体が連携し、
職場、地域で具体的な対応策を実現していくことを目的として
います。

★発足：２０１５年７月

★代表：日本商工会議所会頭三村明夫様
日本医師会名誉会長横倉義武様
＊お２人による共同代表

＊本年は９月３０日に開催（動画配信あり）

＊日本健康会議２０１７の様子
（日本健康会議２０１８配布資料より抜粋）

https://kenkokaigi.jp/
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日本健康会議／８つの宣言

宣言１ 予防・健康づくりについて、一般住民を対象としたインセンティブを
推進する自治体を８００市町村以上とする。

宣言２ かかりつけ医等と連携して生活習慣病の重症化予防に取り組む
自治体を８００市町村、広域連合を２４団体以上とする。
その際、糖尿病対策推進会議等の活用を図る。
⇒2019年度より 目標を800市町村から1500市町村に、24広域連合から47広域連合に上方修正

宣言３ 予防・健康づくりに向けて４７都道府県の保険者協議会すべてが、
地域と職域が連携した予防に関する活動を実施する。

宣言４ 健保組合等保険者と連携して健康経営に取り組む企業を
５００社以上とする。

『健康なまち・職場づくり宣言２０２０』
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日本健康会議／８つの宣言

宣言５ 協会けんぽ等保険者のサポートを得て健康宣言等に取り組む
企業を１万社以上とする。

⇒２０１８年度より 目標を１万社から３万社に上方修正

宣言６ 加入者自身の健康・医療情報を本人に分かりやすく提供する保険者
を原則１００％とする。その際、情報通信技術(ICT)等の活用を図る。

宣言７ 予防・健康づくりの企画・実施を提供する事業者の質・量の向上の
為、認証・評価の仕組みの構築も視野に、 保険者からの推薦等
一定の基準を満たすヘルスケア事業者を１００社以上とする。

宣言８ 品質確保・安定供給を国に求めつつ、全ての保険者が後発医薬品
の利用勧奨など、使用割合を高める取り組みを行う。
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健康経営／政策・法制度拡がり

＜健康経営銘柄＞ ＊２０１５年～

従業員の健康管理を経営的な視点で考え、

戦略的に取り組んでいる企業として、経済産業省が

東京証券取引所の上場会社の中から選定した銘柄

出所：経済産業省
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健康経営銘柄①
２０２０ ２０１９ ２０１８ ２０１７ ２０１６ ２０１５

水産・農林業 日本水産株式会社

鉱業 国際石油開発帝石株式会社 国際石油開発

建設業 日本国土開発株式会社 日本国土開発 西松建設 住友林業 大和ハウス工業 住友林業

アサヒグループホールディングス株式会社 ２年連続４度目 アサヒ

味の素株式会社 ５年連続 味の素

株式会社ニチレイ ２年連続 ニチレイ

繊維製品 株式会社ワコールホールディングス 東レ

パルプ・紙 ニッポン高度紙工業株式会社 ニッポン高度紙 大王製紙

花王株式会社 ７年連続 花王

第一工業製薬株式会社 ２年連続 第一工業

積水化学工業株式会社 初選定

富士フイルムホールディングス株式会社 初選定

医薬品 大日本住友製薬株式会社 小野薬品 ロート製薬

ゴム製品 バンドー化学株式会社 住友ゴム

ガラス・土石製品 ＴＯＴＯ株式会社

鉄鋼 大同特殊鋼株式会社 愛知製鋼

金属製品 日東精工株式会社 リンナイ

機械 株式会社ニッセイ ダイフク サトー ＩＨＩ

コニカミノルタ株式会社 ４年連続６度目

ブラザー工業株式会社 ３年連続４度目 ブラザー工業

オムロン株式会社 ３年連続

キヤノン株式会社 ３年連続

株式会社明電舎 初選定

富士通株式会社 初選定

輸送用機器 トヨタ自動車株式会社

テルモ株式会社 ７年連続

株式会社島津製作所 初選定

初選定

初選定

２年連続

４社認定

電気機器 ６社認定

精密機器 ２社認定

ＪＦＥ 神戸製鋼所

初選定 リンナイ

テルモ

コニカミノルタ

初選定 川崎重工業

業種
２０２１年選定企業名
（２９業種４８銘柄）

備考
選定年および認定企業

３年連続

初選定 塩野義製薬

２年連続

食料品 ３社認定 味の素 アサヒ

６年連続

花王

２年連続

化学

日本水産

ワコール

ＴＯＴＯ

ディスコ

コニカミノルタ

ブラザー工業

オムロン

キヤノン

堀場製作所

デンソー

２年ぶり４度目 バンドー化学 ブリヂストン

７年連続

敬称略
＊２０１５～２０２１年度
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健康経営銘柄② 敬称略
＊２０１５～２０２１年度

その他製品 凸版印刷株式会社 凸版印刷 アシックス

電気・ガス業 中部電力株式会社 東京ガス 中部電力 東京ガス 広島ガス

陸運業 東急株式会社

海運業 株式会社商船三井

Ｚホールディングス株式会社 ３年連続 Ｚホールディングス ヤフー

株式会社ＫＳＫ ３年連続

ＳＣＳＫ株式会社 ７年連続

日通システム株式会社 初選定

日本電信電話株式会社 初選定

双日株式会社 初選定

豊田通商株式会社 初選定

株式会社丸井グループ

株式会社ローソン

三菱ＵＦＪＦＧ

広島銀行

証券、商品先物取引業株式会社大和証券グループ本社

ＳＯＭＰＯホールディングス株式会社 ３年連続

東京海上ホールディングス株式会社 ６年連続 第一生命
ＭＳ＆ＡＤインシュ

その他金融業 リコーリース株式会社 リコーリース

不動産業 東急不動産ホールディングス株式会社 東急不動産 大京 フジ住宅

株式会社ベネフィット・ワン ３年ぶり２度目

株式会社バリューHR 初選定

石油・石炭製品

非鉄金属 住友電気工業 古河電気工業 フジクラ

医療・社会福祉・その他

空運業

東急

ＴＯＫＡＩホールディングス ＴＭＪ 伊藤忠商事 丸紅

ディー・エヌ・エー ベネフィットワン ネクスト リンクアンドモチベーション

初選定

選定無し

サービス業 ２社認定

銀行業

小売業
４年ぶり４度目

株式会社みずほフィナンシャルグループ

７年連続

保険業
２社認定

４年連続５度目

２年連続 フジ住宅

４年連続

情報・通信業 ５社認定

卸売業 ２社認定

ＳＯＭＰＯ

東京海上

４年連続

リコーリース

選定無し

ＪＸＴＧ

ローソン丸井グループ

みずほＦＧ

３年ぶり２度目 トッパン･フォームズ

２年ぶり２度目

７年連続

選定無し

選定無し

アシックス

東燃ゼネラル

ＫＳＫ

ＳＣＳＫ

大和証券
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健康経営に取組む法人が急増

２０２０年９月
健康経営の推進／経済産業省資料より抜粋
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健康経営優良法人（和歌山県）
大規模法人部門（４社）

中小規模法人部門（４３社）

出所：経済産業書資料から抜粋

中小規模法人部門 ブライト５００（１社）
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健康経営優良法人（和歌山県）

２０１９年３月（１３社） ⇒ ２０２１年３月（４３社）

出所：経済産業書資料から抜粋
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社会的な背景
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ＥＳＧ投資における健康経営位置づけ

・近年、世界的に機関投資家がＥＳＧ（環境・社会・企業統治）を
投資判断に組み入れる動きが浸透。

・ＥＳＧを含む「国連責任投資原則（ＰＲＩ）」がその動きを推進。

・健康経営は従業員の健康や活力を向上させる中長期的な
取り組みであり、『Ｓ』や『Ｇ』に位置づけられております。

★多くの機関投資家により「コロナ危機はＥＳＧ投資にとって、
今後３年間でポジティブな影響を与える」と言われている。

コロナ以降、ますます注目度上昇
連日の様にメディアに掲載される
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ＳＤＧｓ（持続可能な開発目標）

２０１５年９月の国連サミットで「持続可能な開発のための２０３０
アジェンダ」として採択した２０３０年までの国際目標です。
地球上の誰一人として取り残さないことを誓っております。
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日本（外務省）は、『３ すべての人に健康と福祉を』の取組み
の１つとして、『健康経営の推進』をテーマに掲げております。

ＳＤＧｓ／日本の取り組み

＜健康・長寿の達成＞
・健康経営の推進
・データヘルス改革の推進
・感染症対策等、医療の研究開発（２０１９年１２月のアクションプランに既に盛り込まれていた）

・医療拠点の輸出を通じた新興国の医療への貢献
・ユニバーサル・ヘルス・カバレッジ推進のための国際協力
・アジア・アフリカにおける取組（アフリカ開発会議を通じたものを含む）
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慢性的な人手不足
（人口問題）
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いくつまで働く時代になるか？

⇒団塊世代
（現在７０才前後）

☆６５才雇用延長も定着化し、７０才定年を検討する企業も
☆７５才、８０才まで働かなくてはならない時代が来る可能性

２０１９年１月２６日
年金開始、７５歳も選択に
厚労省が検討

６月４日金融庁
将来年金が不足するので
自己防衛をして下さい

人生１００年時代
１２歳以下は１００歳まで
いきる確率が５０％以上
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参考記事

２０１８年１０月２３日日本経済新聞朝刊

２０１８年１２月２０日
「アルバイト」の雇用７５才まで
今月１日に新制度を導入した。
「ガスト」や「バーミヤン」「ジョナサン」など
約２６００店舗の従業員が対象。

現在６５～７０歳アルバイトは約１千人いる。

２０１９年２月３日
スシロー、全国で２日間一斉休業
２日間、ほぼ全店にあたる約５００店で
一斉に休業する。
従業員が働きやすい環境を整え、
今後の人手確保や士気の向上につなげる。

２０２０年７月２６日
家電量販店大手ノジマは全社員
を対象に８０歳まで働ける制度を導入
販売経験が豊富なベテラン社員のノウハウを活用すると
同時に、若手の育成にもつなげる狙いがある。
大手企業で８０歳雇用延長は珍しい試みだ。
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生産年齢人口が急減

健康経営／日本の人口問題（国難）

ただ少なくなるだけではなく・・・・・・
児童虐待（児童養護、里親、生活困窮・
保護の家庭も増加）

出所：経済産業省

人手不足
倒産
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ＡＰＰＥＮＤＩＸ（人口統計／総務省）

☆高齢化による人口減、今年７月から自殺者数が前年増へ

★９年連続で人口は減少し（総務省発表）、直近の減少幅が毎年更新されている
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高齢者の就業促進

人口難（国難）／４つの解決策

労働生産性の向上

外国人人材の受入れ

ＡＩ・ロボット・ＲＰＡ 化

①

②

③

④
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労働生産性の向上
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健康経営／労働生産性の向上

プレゼンティーイズム（損失）
⇒出勤しているものの体調が優れず生産性が低下している状況

アブセンティーイズム
⇒なんらかの病気によって会社を休む状況

プレゼンティーイズム損失は
全体コストの７０％以上

具体的には、慢性疲労
症候群、メンタル不調、
腰痛、頭痛、花粉症などの
アレルギー疾患など
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労働生産性向上の意味

①健康被害により、もともと
ベースの力を発揮できていない
ロスを少しずつでも戻すこと

②現在、１００のパフォーマンスを
あげている健康社員が、未来
ロスを生ませてはいけない

１００

１２０

６０

以前より取組んできている
教育研修、能力開発、育成＋α

勤続年数

パフォーマンス指数
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医療費の急増
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健康経営／国民医療費の増加

・国民医療費及び国民所得に
占める割合は年々増加

出所：厚生労働省

＊２６年度まで確定

＊診療費抑制の限界
＊毎年の薬価改定へ

「削減」「抑制」から、発生させない（未病・予防）取組みが不可欠

出所：産経ＮＥＷＳ
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健康経営／傷病別内訳
出所：経済産業省

『心』と『身体』の両側面がともに健康で、長く働き続けることの
出来る環境の整備が、企業にとって急務となっている。
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健康経営／メンタル不調者増加
出所：労働政策研究所（職場におけるメンタルヘルス対策に関する調査）

・交通事故死より自殺者数が上回っており、日本は世界で６番目
・Ｇ７においては、ワースト１となってしまっている
・２０１５年ストレスチェック義務化を機に、企業で本腰を入れた対策が
求められて来ております。
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健康経営のまとめ

・グローバルに、投資活動においても注目を浴びている
・高齢化による疾病リスクの増加
・少子化、生産年齢人口が半減へ（人手不足の継続、企業維持）
・国民医療費が増え続け、未病・予防の取組みが必須
・健康経営は、企業の経営課題となった（必須の時代へ）
・国の政策、法制度により健康経営が拡大している
・健康宣言、健康経営認定申請社数が急増している

・日々、健康による労働損失が発生し（見えない多額損失）
・いまいる従業員が、健康で長く勤務できる環境整備も急務
・人手不足に悩む、中小企業にも拡大してきている
・採用活動への大きな効果（募集人数が増加） ★３月２２日

健康経営の取組みは、企業の規模を問わず不可欠な時代です
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『健康経営の意義・目的』

①健康経営とは？

②日本健康会議

③何故「健康経営」に取り組む会社が急増しているか？

④具体的な健康経営の進め方

⑤協会けんぽの事業について
・協会けんぽとのコラボヘルス

本日のダイジェスト
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健康経営の進め方

出所：経済産業書資料から抜粋
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わかやま健康づくりチャレンジ運動

出所：協会けんぽ和歌山支部から抜粋

https://www.kyoukaikenpo.or.jp/shibu/wakayama/cat070/challengetop/charennge301/

「わかやま健康づくりチャレンジ運動」で検索！

https://www.kyoukaikenpo.or.jp/shibu/wakayama/cat070/challengetop/charennge301/
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わかやま健康づくりチャレンジ運動
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申込書

出所：協会けんぽ和歌山支部から抜粋
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取組メニュー

出所：協会けんぽ和歌山支部から抜粋
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取組メニュー

出所：協会けんぽ和歌山支部から抜粋
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最後に

★健康経営という大きな環境の変化がおきております。
それは日本全体の構造（課題）から来るものとご理解
頂けたと思います。
またコロナウイルスという未曽有の感染症が発生し、
公衆衛生、産業保健（社員の健康推進）は、かつてない
注目となりました。

企業の永続的な発展には、「健康な人財の確保」が
重要であり、また健康で長く活躍する為の取り組みが
不可欠となりました。

まずは「わかやま健康づくりチャレンジ運動」 に登録して
経営者、管理部門（人事総務）から発信していきましょう。
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参考記事
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ご清聴ありがとうございました。

プライマリー・アシスト株式会社
クライエントサービス部


